
当院は、厚生労働大臣が定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です 

1.入院基本料に関する事項 

 

2.食事の提供に関する事項 

当院では入院時食事療養（Ⅰ）、入院時生活療養（Ⅰ）の届出を行っており、管理栄養士により管

理された食事を適時（夕食においては 18：00 以降）、適温で提供しています。 

3.厚生局への届出事項に関する施設基準等 

◎基本診療料の施設基準等 

・回復期リハビリテーション病棟入院料 1 

・認知症ケア加算 3 

・データ提出加算 1.3 

・医療 DX 推進体制整備加算 

・療養病棟療養環境加算 1 の届出 

・医療安全対策加算 2 

 

◎特掲診療料の施設基準 

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 



・廃用症候群リハビリテーション（Ⅰ） 

・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 

・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 

・入院ベースアップ評価料 51 

・医療 DX 推進体制設備加算 

・医療情報取得加算 

◎その他届出に関する事項 

・入院時食事療養（Ⅰ） 

・入院時生活療法（Ⅰ） 

 

4.明細書の発行に関する事項 

◎個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書の発行について 

当院では、医療の透明化や患者さまへの情報提供を積極的に推進していく観点から、個別の診療報

酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行しております。 

また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても、明細書を無料で発行してお

ります。 

なお、明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されるものですので、その点、

ご理解いただき、ご家族の方が代理で会計を行う場合のその代理の方への発行も含めて、明細書の

発行を希望されない方は、会計窓口にてその旨お申し出ください。 

5.医療情報取得に関する事項 

当院はオンライン資格確認の導入医療機関です。 

健康保険証と紐づけされたマイナンバーカードを使用して、専用端末よりオンラインで保険証の資

格情報等を確認することができる制度です。 

・加入している医療保険 

・有効期限 

・会計時の診療費の負担割合や上限額 等 

6.保険外費用に関する事項 

当院では以下の事項についてその使用量、利用回数に応じた実費の負担をお願いしています。（料

金は消費税を含んだ金額です。） 

なお、「介護料」「衛生材料費」等の治療（看護）行為及びそれに密接に関連した「サービス」又

は「物」については患者さまから費用を徴収することは認められていません。 

また「施設管理費」「雑費」等の曖昧な名目での費用の徴収も一切認められていません。 



 

 

7．特別な療養環境に関する事項 

 

8.選定療養費に関する事項 

診療報酬の算定方法に規程する回数を超えて受ける診療につきましては、選定療養費として当院で

はご希望により下記の診療を行った場合、実施回数に応じて自己負担をお願いしております。（料

金は消費税を含んだ金額です。） 



 

 

9．一般名処方加算について 

 

・ 当院では後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品名を指定するのではなく、薬剤の成

分をもとにした一般名処方（一般的な名称により処方箋を発行すること※）を行う場合があります。

一般名処方によって特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、患者さんに必要な医薬品が提

供しやすくなります。 

 

※) 一般名処方とはお薬の「商品名」ではなく、「有効成分」を処方せんに記載することにより供

給不足のお薬であっても有効成分が同じ複数のお薬が選択でき、患者さんに必要なお薬が提供しや

すくなります。 

 


